





























































































































































































































で、今回の SSHのプログラムでは、中学 3 年生から基礎実験の化学と生物に取り組んでいます。




























































































































































































































































　井上 生徒が自己評価もしますし、教員側も洛北 Step Up Matrixに基づいたルーブリック等を





























































































































































洛北 Step Up Matrix自体も改善の余地がありますけど。昨年度のサイエンスⅠ終了時の生徒の自
















































































































































































































あります。ですので、ぜひ洛北 Step Up Matrixや課題研究の取組を紹介したり、もっと他校に情
報発信していきたいと考えています。
　林 むしろこれからなんですね。やっぱり報告冊子は重要だな。
　井上 はい、この報告冊子も配布して、活用していただきたいと思います。
読者の皆さんへメッセージ
　林 高校生対象の共同授業をしている人／したいと思っている人へ、なんですけど。繰り返し
になりますが、私の経験から言えることは研究の入り口としてとにかくわかりやすく、取り組み
やすいテーマを授業で設定するのが重要だということです。何を研究してもらうか、テーマ設定
を意識して授業をされるといいかなと思いました。
　研究者と共同授業をしている人／したいと思っている人へは、授業全体の流れや目的、生徒の
個性の情報を共有することによって、同じことをやるにしてもよい方向に結果が変わってくると
思いますので関係する人たちで蜜に情報共有されると良いです。最後に課題研究に取り組む高校
生へのメッセージです。やはり好奇心と探究心を持ってほしい。私たちも高校生の好奇心と探究
心を育むことにつながるような授業が出来ればと思います。研究する過程や結果を恐れずに研究
に取り組んでほしいですね。
　井上 まず、高校生に対するメッセージになりますが、研究の失敗を恐れないでほしいです。
そして小さなことでもいいので自分でやりたいことを見つけてほしいです。自分の疑問をもとに
して研究計画を立てて、予測が覆されたり、予測を越えるものがわかったりすることを楽しみな
がら、じゃあ次は方法や対象を変えてみようって工夫する、また新しく出てきた疑問を解決して
いく、というようなプロセスをどんどん楽しんで追究してほしいな。
　そういう生徒の研究活動をしっかりサポートしてゆけるような体制を整えることも大切です。
もし研究者になったときテーマを自分で発見できない、研究が楽しくないというような事態には
なってほしくありませんし、生徒全員が研究者になるわけでもありません。先生や研究者の皆さ
んには、生徒が自分で課題を見つけて失敗も楽しみながら成長できるような課題研究プログラム
を先生方も一緒に楽しみながら開発しませんか、という投げかけをしたいと思います。
　太田 研究所とコラボレーションをされる先生方へのメッセージになりますが、一緒に授業を
するというよりも、一緒に実験をする、研究をするという観点が重要だと思います。研究（＝授
業）の仮説を立てて、こういう実験（＝授業）をすると、生徒は何についてどのような理解・学
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習をするのか、という研究計画（＝授業計画）を立てる。そして授業のあとで一緒に論文にまと
めて、次の授業案につなげる。これは理想的なコラボレーションのあり方です。それを実現する
ためには、授業が終わったあとの簡単な近況報告や中間報告がとても重要であることについて、
今回のサイエンスⅠで再確認しました。
　岸本 私も何か言った方がいいな（笑）。地球研は地球環境をテーマに、地球環境問題の解決
への貢献を目指している研究所ですけど、「環境」をテーマに研究したり考えることは、私たちが
今生きている限り、誰しもに当てはまることだと思うんです。何を専門にしていても、どんな関
心があっても、どこに暮らそうと。環境教育のコーディネーターとして、「環境」という重大テー
マで研究者の皆さんと、地域の皆さんと授業ができたのはよかった。共同授業の実施はチャレン
ジングで難しいことはあったんですが、通年で関われたのはとにかく楽しかったので、皆さん一
緒にやりましょう！というのが私から読者へのメッセージですね。とても大雑把なメッセージに
なってしまった（笑）。
座談会のメンバー（左から順に岸本、林、井上、太田）
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